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平成30年度 第1回 SGH連絡協議会・連絡会

第一部 報告



早稲田大学高等学院
• 約40名×12クラス 男子校

• 第二外国語（ドイツ語・フランス語・ロシア語・中国語）

• 大学との接続



学校
設定科目

高3
選択授業

自由選択科目 定員
文学！？ 25
原典精読に基づく仏教概論 25
「古代文明」と考古学-インカ帝国研究入門 25
災禍と再生の都市～江戸、ロンドン、東京～ 25
国際社会学 25
思想研究 20
解析数論入門 25
「数」の基礎 20
生命科学・課題研究 20
バイオサイエンス特講 25
理工系のためのプログラミング入門 25
化学２ 25
応用地球科学 25
バスケットボール 24
サッカー 24
トレーニング理論及び実技 20
音楽 20
美術・工芸 20
書―古典臨書から自己表現の追求へ― 22
食品科学 24
Advanced Reading and Writing 20
初心者のためのフランス語・フランス文化 20
ロシア語日常会話 20
ドイツ語会話 20
中国語会話 20
統計学入門 25

大学準備講座 定員

論文のための文章講座 25
プレゼンテーション・セミナー 25
現代世界の諸問題 25
現代史特論 25
法学特論 30

経済学・政治学特論 28

ビジネス入門 25

理工線形代数 25
基礎数学 20
理工学特論 25
現代の生命科学 25
数理物理 30

基礎物理 10

化学１ 25

エネルギー・環境概論 25
建築素描 25
TOEFL-TOEIC演習 90
English Conversation 25

基礎英語 20

グローバルに活躍するためのフランス語 25

ドイツ語演習 25

中国語演習 25
経済系の数学リテラシー 25



課題研究【多文化共生空間の創造・維持・発展】の道筋 
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3年次必修 

第二外国語横断型授業 

「異文化との共生を目指して」 

 

1年次必修 

第二外国語（独・仏・露・中） 

情報 英語 倫理 

 

2年次必修 

総合的な学習の時間 

「身近な異文化をを知って

多文化共生を目指す」 

 

＜課外活動＞ 

多文化共生学習 SGHプロジェクト「移民との共生（海外研修ほか）」 

企業・NGO 等との恊働（学院×企業連携構想プロジェクト） 

早稲田大学ボランティアセンター（WAVOC）のプログラム参加など 

SGHオンデマンドプログラム 「多文化共生」 

 



克服すべき社会的課題を発見する
（私たちはどのような問題に直面しているのか）

自分たちに関するデータ（学院生生活意識基本調査）を作
成し、他の高校生のデータと「比較」しながら、「自分た
ちの特徴」をみつける。

（ex.勉強面・生活面・価値観・将来像など）

様々な人の立場に関するデータ（白書・RESAS・新聞記事・
大学データベースなど）を用いて、「社会として克服すべき
課題」をみつける。

（ex.過疎過密化・障がいの有無・性差・アレルギー・国籍・世代など）

なぜその特徴に注目するのか。なぜその特徴に関心を抱い
たのか。1分間程度でスピーチ。

当事者・非当事者の立場を超えて、社会的課題として共有で
きるように、その問題の意味を考える。

課題発見

価値判断

課題の原因を探る
（なぜこのような問題が生じるのか）

因果関係

課題を克服するアイデアを考える
（どうすれば問題を解決できるか）

比較を通じて、自分たちの特徴を発見する

その特徴の「意味」を考える

その特徴の「原因」を考える

課題の本質を見極める
（なぜこの問題に取り組むのか）

「一人ひとりの意識」などに帰着させず、「構造的な要因」や
「制度」に注目して、問題が生じてしまう原因を探る。

課題解決
「ソーシャルビジネス」や「政策」など、幅広い手法で課題解
決の方法を探る。

毎週月曜日 ２限８クラス、３限８クラス、４限８クラスの計24クラスで実施。クラス編成は、16～24名（文系12クラス・理系12クラス）。

担当教員：計22名（英語、国語、数学、公民、地歴、物理、化学、ドイツ語。情報担当４名含む。2018年度）

１・２学期の思考プロセスを意識し
て、個人で小論文を執筆する。

１学期 個人プレゼン ２学期 グループプレゼン

与えられた課題（大学・学部の小論文入試
問題などを援用）に対して、1200字程度で
小論文を執筆する。
（ex.都道府県別大学進学率・2050年の地域別高齢化率など）

3学期 小論文作成

自分が設定した課題について、論文
を執筆する。

自分が設定したテーマで、1万2000字程度
で論文を執筆する。１人の教員が10名の生
徒を担当する。

高3年次 論文作成

GOAL
生徒一人ひとりが、それぞれ自分自
身のテーマを持って、早稲田大学の
13学部へ進学。

・課題発見・課題解決の思考プロセス
・仮説実証の手続き
・論文の意義と書き方（文献や引用方法）
・様々なデータベースへのアクセス方法
・エクセルなどを用いたデータの加工方法
・合理的なグループワーク
・効果的なプレゼンテーション方法

早稲田大学高等学院における教科横断型学習
総合的な学習の時間

仮説を立てたり、クロス集計などを行って自分たちを分析
することで、相関や因果関係を探る。



国立青少年教育振興機構
「高校生の生活と意識に
関する調査～日本・米

国・中国・韓国の比較」
を用いて、国内調査



集計データと
ローデータを提供



資料提供
と

提出管理











特徴と工夫
オリエンテーションビデオ教材（約17分）を作成し、初回の授業で受講するだけでなく、端末（PCおよび携帯端末）で繰り返し視聴できるようにした。
データの参照先の例として、早稲田大学図書館の学術情報検索システム（新聞記事検索）、RESAS（内閣府地方創生推進室・地域経済分析システム）、各省庁の白書の利用方法を紹介した。
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成果の共有と展開


